


































































	 ajmh;n legw uJmi`n o{ti uJmei`~ oiJ ajkolouqhvsantev~ moi ejn th`/ paliggenesiva/, o{tan kaqivsh/ oJ uiJo;~ tou` 
ajnqrwvpou ejpi; qrovnou dovxh~ aujtou`, kaqhvsesqe kai; uJmei`~ ejpi; dwvdeka qrovnou~ krivnonte~ ta;~ dwvdeka 
fula;~ tou`  jIsprahvl. 
 




	 JUmei~ de; ejste oiJ diamemenhkovte~ met j ejmou` ejn toi`~ peirasmoi`~ mou: kajgw; diativqemai uJmi`n 
kaqw;~ dievqetov moi oJ pathvr mou basileivan, i{na e[sqhte kai; pivnhte ejpi; th`~ trapevzh~ mou ejn th/` 


























るものがあるかどうかも不問のままで終わってしまっていた このことは 2006 年に公に
した続編『イエスの時』（岩波書店）でも変わりがない。 
	 しかし実際には、「十二人」が一体どのように「神の国」に参与するかを語る生前のイエ
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てきたが、それに対する報償は何かと尋ねる。マタイ 19,28 は、それに対す イエスの回
答であり、その直後には、「わたしの名のために、家、兄弟 姉妹、父、母、子供、畑を捨
てた者は皆、その百倍もの報いを受ける」（29 節）と続いている。 


































































































イ 16,27 と相当部分重複しており、最終的にはマルコ 8,38 をなぞっていると言えよう。R・
ブルトマンはマタイ 19,28 について、「人の子」と語り手イエスを区別している点で、マル



































                                            






















































	 ブルトマンは 28 節全体を最後の晩餐という設定場面に収めるためにルカが編集的に造
り上げた「つなぎの句」と見做している。ただし、「あなたがたは、絶えずわたしと一緒に










	 30 節の後半のその文言は、マタイ 19,28 の「（あなたがたも）十二の座に座ってイスラエ
ルの十二部族を治めることになる」に、内容的にはもちろん、文言の上でもかなり正確に
合致している。従って、やはり Q 資料に遡源させることができる。ただし、マタイ 19,28
                                            
2 R. Bultmann, 前掲書 170f. 
3 R. Bultmann, 前掲書 171. 
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り上げた「つなぎの句」と見做している。ただし、「あなたがたは、絶えずわたしと一緒に
踏みとどまってくれた」（diamemenhkovte~）には、マタイ 19,28 の「あなたがたも、わたし
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そのためにルカが付け加えた編集句である。われわれが問題にする 28- 9 節は、そ 直後
に続いている。 
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7 該当するギリシア語はマタイでもルカでも、krinw`である。これを「支配する」と訳すか、あるいは「裁く」
と訳すかについては、研究上いろいろ議論があるが、私の意見では、どちらでも大差はない。 












変によって、マルコ 14,25 であいま なままになっていたその点を明確にしたのは、生前
のイエスの意図にも沿ったものであったわけである。 






されていた であり、マタイ 10,6 では、明文をもって宣言されていることである。 
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の」（31 節）、「ヨナにまさるもの」（32 節）という それぞれ中性形の表現で、他でもない
自分が今現に告知している「神の国」を指している。このこ は、すでに拙著『イエスと
いう経験』で詳論済みなので、ここではこれ以上繰り返さない。9	 重要なのは、「裁き」










方は、すでにマルコ 8,38 およびルカ 12,8-9 につい 述べたところとよく通じている。 
	 こうして、来るべき「神の国」ではイエスと「十二人 だけが、排他的に「裁き」の裁












                                            







	 31南の国の女王は、裁きの時（ejn th`/ krivsei）、今の時代の者たちと一緒に立ち上がり、彼らを罪
に定めるであろう（katakrinei`）。この女王はソロモンの知恵を聞くために、地 果てから来たか
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らである。ここにソロモンにまさるも がある。32また、ニネベの人々は裁きの時（ejn th`/ krivsei）、







と「罪に定める」が共にギリシア語では、マタイ 19,28／ルカ 22,30 で使われている動詞
krinw`（前出注 7参照）と同根だという点である。 
	 さらに、この言葉全体は、「南の国の女王」の事例が含まれ にも拘らず ルカでもマタ
イでも「ヨナのしるし」（ルカ 11,29／マタイ 12,39）として一括されている。すなわち、ヨ
ナが行った告知に対して、ニネベの人々が最終的には「悔い改めた ことがポイントなの
である。他方で、イエスによれば、やがて 人 子 が行う「裁き」は、今現に彼が「十









	 この関連で思い起こされるのは、G・タイセンがつ に、イエス運動 「グループ・メ
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10）G. Theißen, Der historische Jeus, Ein Lehrbuch, Göttingen 1996, 469. 他に453
も 参 照。「 グ ル ー プ・ メ シ ア ニ ズ ム 」 の 初 出 は，Gruppenmessianismus. 
Überlegungen zum Ursprung der Kirche im Jüngerkreis Jesu, in: Volk Gottes, 
Gemeinde und Gesellschaft, JBTh 7 (1992) 101-123, abgedruckt in: G. Theißen, 
Jesus als historische Gestalt. Beiträge zur Jesusforschung. Zum 60. Geburtstag 




















































                                            
10 G. Thei§en, Der historische Jeus, Ein Lehrbuch, Gšttingen 1996, 469. 他に 453 も参照。「グループ・メシアニズ
ム」の初出は、Gruppenmessianismus. †berlegungen zum Ursprung der Kirche im JŸngerkreis Jesu, in: Volk Gottes, 
Gemeinde und Gesellschaft, JBTh 7 (1992) 101-123, abgedruckt in: G. Thei§en, Jesus als historische Gestalt. BeitrŠge zur 
Jesusforschung. Zum 60. Geburtstag hrsg. von A. Merz, Gšttingen, 2003, 255-281. 
11 『イエスという経験』125 頁以下。 






































































































The Twelve in the Kingdom of God
Takashi ONUKI
　Both Matt 19:28 and Luke 22:28-30 are based on the Q source, but the 
context is significantly different between the two passages. As the three 
passion predictions placed in proximity to 19:28 suggest, Matthew overall 
has in mind the parousia of the “Son of Man,” Jesus. On the other hand, 
Luke 22:28-30 belongs to the scene of the Last Supper. Verse 30b 
corresponds almost exactly to Matt 19:28, in which Jesus tells his disciples: 
“You will also sit on twelve thrones, judging the twelve tribes of Israel.” 
The difference between the two verses is that Luke 22:30b does not 
specify the number of the thrones as twelve because, earlier in 22:3, Luke 
announces that Satan has entered into Judas Iscariot. The original form of 
the Q saying is preserved in Matthew's text, which keeps the phrase 
“twelve thrones” intact.
　The early Church could not have produced a saying that assumes the 
inclusion of “Judas the betrayer” in the judgment activity. The Q text 
thus derives from the actual words Jesus uttered in his lifetime. The 
question is, what kind of judgment did Jesus originally say the Twelve 
would engage in as his closest associates? In my view, the answer is found 
in Mark 8:38 and Luke 12:8-9, which point to the same reality as Matt 
19:28. Luke 12:8-9 refers to the judgment that divides people into two 
groups: those acknowledged and those denied by the Son of Man before 
the angels of God, depending on whether or not they accepted Jesus’ 
「神の国」の「十二人」
― 27 ―
words during his lifetime. Likewise, when Jesus suggests that in the 
kingdom of God the Twelve will be enthroned with him to judge the 
twelve tribes of Israel, he implies that they will pass judgment on 
individuals from God's chosen people, Israel, according to their responses 
to the ministry of Jesus and the Twelve.
　As G. Theißen argued two decades ago using the term “group 
messianism,” the kingdom of God, as Jesus proclaimed it, did not represent 
a focus of the messianic expectation on a particular individual. Jesus' 
relationship with the kingdom of God was neither individualistic nor 
exclusive. While he embodied the kingdom of God with an overwhelming 
sense of sovereignty, sovereignty nevertheless was shared by the Twelve 
who worked with him for the proclamation of the kingdom. They will 
therefore be duly enthroned with Jesus as individuals from Israel are 
judged in responding either positively or negatively to the message 
proclaimed by Jesus as well as the Twelve.
